
食品健康影響評価について
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農薬や食品添加物の場合
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食品添加物や農薬の評価に必要な動物試験の例

単回投与毒性試験 １回の投与で短期間に出る毒性

繁殖毒性試験 実験動物２世代にわたる生殖機能や新生児の生育への影響

発生毒性試験 妊娠中の動物に投与した際の胎児への影響

発がん性試験 悪性腫瘍の発生・促進の毒性

体内動態試験 体内での吸収、分布、代謝、排泄などの試験

遺伝毒性試験 DNAや染色体に変化を与えるか

一般薬理試験 生体機能への影響等

発達神経毒性試験 児動物の脳の発達、性成熟、学習能、運動量への影響等

（注）誰がどこで実施しても科学的に妥当な結果が得られるよう、試験ごとに必要な動物の種類（マウス、ラット、ウサギ、
イヌなど）、数、機器、試験の日数、手順などの試験方法や試験実施施設の要件を満たさないといけません。

・メーカーなどが実施したたくさんの毒性に係る動物試験結果を確認。
・複数の用量（例：0、10、30、100 mg/kg体重）で動物に投与して影響があるかを、
それぞれの試験で調べます。
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無毒性量（NOAEL）：実験動物を用いた毒性試験において、急性の有害作用が
認められない用量レベル

安全係数（SF）：動物データからヒトにおける安全性を確保するための係数
（種差と個体差を勘案して100が一般的）

急性参照用量（ARfD）：ヒトが24時間またはそれより短時間に摂取しても
有害作用を示さない量

÷

個体差種差

急性参照用量（ARfD）の設定（農薬の場合）
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汚染物質の場合
（カドミウム、鉛など）
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放射性物質の場合
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放射線、放射能、放射性物質の違い

出典：食品と放射能Q&A（消費者庁）
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食品中の放射性物質のリスク評価にあたって（平成23年）

外部被ばくを含む疫学データの援用
 食品由来の内部被ばくに限定した疫学データは極めて少なく、

外部被ばくを含んだ疫学データも用いて検討

国内外の放射線の健康影響に関する文献を検討
（約３３００文献）
 UNSCEAR（原子放射線に関する国連科学委員会）等の報告書とその引用文献
 ICRP（国際放射線防護委員会）、 WHO（世界保健機関）の公表資料等

次の観点から文献を精査
 被ばく線量の推定が信頼に足るか
 調査研究手法が適切か、等
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「おおよそ100mSv」とは

□この値を超えると健康影響が必ず出るというものではない
  ＝ 『安全と危険の境界ではない』

□この値を超えると健康上の影響が出る可能性が高まることが
 統計的に確認されている値

□食品についてリスク管理機関が適切な管理を行うために
 考慮すべき値
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最後に
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ご清聴ありがとうございました。


